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本調査は従来椎貝を放流した年 (年内放流については翌年)の秋に1回のみ追跡調査を行ってい

たが､本年度は放流直後の減耗を確認するために春 ･秋の2回調査を行った｡ なお､調査方法は前

表 1 漁協支所別放流枚数 年と同じである｡

漁協 .支所 放 流 枚 数(千 枚)

蟹 田 町 2,9

50蓬 田 村 10

,490後 潟

902三l三日森市

沖 館 2,00

0青 森 75

0造 道 3,

890原 別
4,570面 内

3,800久 栗 坂

4,200平内町.土

屋 5,390む つ 市 34,249

脇 野 沢 村 13,000全 湾 合 計 86,191

表1に陸奥湾内の漁協 ･支所別の昭和58年産貝放流数を示す｡これによるとむつ市 ･脇野沢村の下北地区で全湾の54.8%と半分

以上を占め､逆に全湾のホタテガイ全生産の量の半分を占める平

内地区にあっては､放流数が極端に少ないといえる｡また全湾合計の86,191,000枚は過去10年間で最低の値である｡これは58年夏

期に発生した椎貝の大量へい死のために､種苗数が全体的に不足

し､養殖用種苗はほぼ必要数を確保したものの､放流用種苗が充

足されなかったためと考えられる｡結 果

漁協 ･支所別の調査結果を表2- 3､図1に示す｡放流数中に占める生月

中の正常貝の割合は､春期単純平均で77.5%､秋期74.1%と昨年 (52.3%)に比べ格段に

高くなっており､椎貝生産及び放流技術の向上がうかがえる｡

一方､昨年 ･一昨年と地まき増殖

の実積の指標のひとつとして漁協 .支所 春 期 調 査 秋 期 調 査蟹 田 町蓬
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表2 漁協 ･支所別調査結果 (その1)

漁 協● 春 期 調 査 秋 期 調 査調 査 調査時曳網 採 捕 採捕 へい死 調 査 調査時曳網

採 捕 採捕 へい死支 所 月 日 面積 (nf) 生 月 葬具 率(%) 月 日

面積 (nf) 生 月 死臭 率(%)蟹 田 町 10.23 596.3

538.8 426417 5373 10.314.9蓬 田 村 6.13 364.8 668 40 5.6 9.5 14.0※ 101 18
15.1364.8 1,392 108 7.2 12.0※ 82 3

3.5後 潟 6.5 439.2 169 67 28.4 1
0.ll 811.3 407 6 1.5439.2 53 22 29.3 1,20

6.3 257 14 5.2青森市 .原則 6.8 596.7
254 35 12.1 10.25 526.7 788 369 31.9372.0

226 97 30.0 400.1 81 105 56.5平内町 .土屋
10.15 218.-3414.5 404

49 2959 42.215.5む つ 市 6.7 231.4 28 0 09.13 398.5 114 88
43.6231.4 286 7 2.4 426.6 128 13 9.2

265.7 48 4 7.7 283.1 815 13

1.6382.3 392 6 1.5 241.4 292

33 10.2脇 野 沢 村 6.6 480.8 57 16 21.9 9.12 49
2.2 1,188 38 3.1290.0 426 18 4.1

338.6 383 28 6.7※ 蓬田村漁協の秋期調査は潜水により行った｡表3 漁協 ･支所別調査結果 (その2)漁 協● 春 期 調 査 秋 期 調 査

殻 長 放 流 時 全 重 量 軟 体 部 殻 長 放 流 時 全 重 量 軟 体 部支 所 (cm) # (a) (グ) 重量(g) (cm)穀臣(a)(
グ) 重量(g)蟹 田 町 7.4±0.517.4±0.偽 5.1±0..795.0±0.4943.9±8.7641.9±

10.9713.1±3.4812.1±3.77蓬 田 村 6.9±0.644.0±0.6741.1±9.6714.2±3.477.8±
0.574.2±0.5752.9±9.1517.8±4.106.5±0.694.0±0.6435.4±10.2010.2±

3.銘 7.9±0.744.1±0.価 54.5±11.7918.1±4,43後 潟 7.2±0.516.3±0.4844.0±8.7417
.4+_3.a 7.3±0.835.8±0.7347.2±13.2513.2±4.3)7.1±0.咲)6.2±0.4941.5

±10.1216.9±4.盟 7.8±0.616.2±0.a)56.3±11.2617.1±4.2青森市.原別 7.1±0.614.9±0.473
8.2+_9.2914.6±3.867.6±0.諌)5.1±0.474.99j=8.4915.5±3.盟7.4±0.475.2±0.3

743.4±6.6916.6±2.527.4±0.645.3±0.5546.9±9.9314.5±3.44平内町.土屋
7.5±0.578.0±0.554.4±0.374.5±0.4149.7±10.9260.7±11.1613.6±3.

EB17.9±3.86む つ 市脇 野 沢 村 6.2±0.455.5±0.5127.1±5.978.2±2.176.3±0.554.

6±0.48盟.3±7.146.3士1.846.0±0.795.4±0.7222.5±7.787.5士2.g76.8±

0.495.0±0.9)31.9±5,849.0±2.106.1士0.435.8±0.4422.4_+4.766.9±2.､舷 7.0±0.574.7±0.4



表4 ホタテ貝以外の大型底生生物入網数 (100nt当たり)
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Sp. Sp. ラ ヤ イ ン′SP.香期調査 1蓬 田2 0.6 0.3 0.2

0.7 1.11.4 1､1 0.6 0.3 0.6 0.31後 潟 2

2.50.7 0.2 2.30.2 0.3. 0.5 0.5 0,20.21原 則 2 6.24.8 0.20.8 0.4 0.20.5 0.5 1.9

0.2 0.30.312む つ 34 0.90.90.4 0.9 0.3 1.3 2.61.3 1.810.40.3 1.10.3 0.90.4

1.1 0.41股野沢 2 2.4 0.3 0.2 1.20.2 0.2 0.8 1

.0秩期調査 1蟹 田2 0.6 7.18.321.58.5 0.2 0

.2 1.00.4 0.25.8 0.3 0.21蓬 田2 4.34.4 7.1

7.11後 潟 2 0.10.9 0.30.2 0.60.845.621.3 2.50.9 5.13.8 0.11原 別 2 12.20.5 0.42.8



扱ってきた係数 (1,000万個×平均全重量×生具申の正常貝の割合 (t)を算出すると､今年

度の後潟漁協にあっても 442(秋期調査)と昨年 ･一昨年の最高値602･556を大幅に下回ってい

る､これは各団体の成長が思わしくないことに●よっている｡

ホタテ貝以外の大型底棲生物の入網数を表4に示す｡

考 察

地まき放流の実績は､放流適地としての実績を持つ漁場においては生残と成長の2つの要素から

成っていると考えられるが､この2要素間の相関について考えてみた｡生残要素 (放流月中に占め

る生臭中の正常貝の割合)と成長要素 (個体全重量の平均値)の間で Spearmanの順位相関係数

を算出した結果 r5--0.4524となった｡この値は5%水準におい有意性をもたない｡つまり生残 ･

成長の2要素は互いに独立したものであると考えられる｡

また大型底棲生物の入網数から考えると､一般に湾内のホタテガイ放流漁場は､ヒトデ類が卓越

して優先種となっており､これはヒトデ類が優先する場とウニ類が優先する場を比較した場合､ヒ

トデ場の方がホタテガイの棲みつきが良い (仲村)結果と一致する｡従がって地まき放流事業を行

なうにあたっては､元来ヒトデ類が生息する漁場を十分清掃 (ヒトデ類の駆除)し､放流すること

が有効な手段であると思われる｡
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